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的
な
貢
献
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
、
地
域
社
会

の
持
続
可
能
な
発
展
を
促
し
、
企

業
と
社
会
と
の
間
の
協
力
関
係
を

築
く
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
持
続
可
能
な
未
来
へ

の
道
筋
を
描
く
際
、
Ａ
Ｉ
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
統
合
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の

流
れ
の
中
心
に
あ
る
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ

Ａ
社
の
「
Ｈ
Ｇ
Ｘ

Ｈ
２
０
０
」

チ
ッ
プ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

向
上
と
デ
ー
タ
処
理
の
能
力
強
化

を
も
た
ら
し
、
環
境
へ
の
影
響
を

軽
減
す
る
と
同
時
に
、
情
報
処
理

の
速
度
を
顕
著
に
向
上
さ
せ
て
い

る
。
技
術
革
新
は
、
持
続
可
能
な

社
会
へ
と
至
る
道
を
加
速
し
、
未

来
へ
の
展
望
を
開
く
鍵
で
あ
る
。

寄
稿
を
続
け
て
き
た
こ
の
期
間

中
、
多
く
の
反
響
を
た
ま
わ
り
、

色
々
な
方
と
の
豊
か
な
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。

（
了
）

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
グ
リ
ー
ン
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ)

に
よ
る
と


再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

関
心
は
年
々
増
加
し
、
実
際
に
多

く
の
国
で
電
力
供
給
の
主
要
な
源

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
技
術
の

進
歩
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

を
推
進
し
、
新
た
な
経
済
的
可
能

性
を
見
出
し
て
い
る
。

企
業
の
社
会
的
責
任(

Ｃ
Ｓ
Ｒ)

が
強
調
さ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い

て
、
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
が
23
年
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
業
ラ

ン
キ
ン
グ
で
総
合
首
位
を
獲
得
し

た
。
こ
の
成
果
は
、
ケ
ニ
ア
で
の

医
療
品
質
向
上
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
な
環
境
と
社
会
正
義
へ
の
積
極

は
前
年
比
で
約
50
％
増
加
し
、
５

０
７
㌐
㍗
（
Ｇ
Ｗ
）
に
達
し
た
。

こ
の
増
加
は
、
特
に
中
国
の
太
陽

光
発
電
と
風
力
発
電
の
市
場
拡
大

に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
た
。
ま
た
、

28
年
ま
で
に
は
、
全
世
界
の
電
力

発
電
量
の
42
％
以
上
が
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
賄
わ
れ
る
見
込

み
だ
。

21
世
紀
の
経
済
成
長
モ
デ
ル

は
、
環
境
保
護
と
資
源
の
有
効
活

用
を
重
視
し
、
持
続
可
能
性
を
追

求
す
る
方
向
に
進
化
し
て
き
た
。

こ
の
枠
組
み
の
中
心
に
、
再
生
可

シ
リ
ー
ズ
で
、
資
産
運
用
の
考
え

方
、
企
業
が
長
く
存
続
す
る
秘

訣
、
マ
ク
ロ
経
済
の
動
向
、
最
新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
考
察
な
ど
に
つ

い
て
寄
稿
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
回
は
「
安
田
の
目
」
シ
リ

ー
ズ
の
最
終
回
と
な
る
。

世
界
は
未
曽
有
の
速
度
で
変
化

し
続
け
て
お
り
、
長
期
間
に
わ
た

っ
て
持
続
可
能
な
供
給
を
実
現
す

る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の

分
野
で
は
顕
著
な
進
歩
が
見
ら
れ

る
。
２
０
２
３
年
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
容
量
（
発
電
能
力
）

こ
れ
ま
で
３
年
間
に
わ
た
り
、

「
資
産
運
用
万
華
鏡
」
「
１
０
０

年
企
業
戦
略
」
「
マ
ク
ロ
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
」
「
安
田
の
目
」
と
い
う

ボ
ル
テ
ッ
ク
ス

安
田

憲
治

◇
や
す
だ
・
け
ん
じ

一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
。
大
手
総
合
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
企
業
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

の
経
営
戦
略
へ
の
反
映
に
取
り
組
む
。
現
在
、
株
式
会
社
ボ
ル
テ
ッ
ク

ス
に
て
、
社
内
デ
ー
タ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
。
多
摩
大
学
社

会
的
投
資
研
究
所
研
究
員
。

  

技
術
と
持
続
可
能
性
の
調
和

～
新
た
な
未
来
へ
の
扉


